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よりよい 富士見づくり

富士見地区地域づくり協議会

「すきです ふじみ！」

事務局 前橋市富士見町小暮１５８８－１ 小川 浩 ＴＥＬ ０２７－２８８－５４３９

富
士
見
町
自
治
会
連
合
会
会
長

周
東

正
夫

「
地
域
づ
く
り
通
信
」
第
５
号
の
発
行
に
あ
た
り
、
富
士
見

町
自
治
会
連
合
会
を
代
表
し
て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
私
の
感
じ
て
い
る
事
や
要
望
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

富
士
見
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
「
よ
り
よ
い
富
士

見
づ
く
り
」
を
活
動
の
指
針
と
し
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
に
「
す

き
で
す

ふ
じ
み
」
の
黄
色
い
幟
り
端
を
掲
げ
て
発
足
し
、

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
い
だ
の
活
動
は
「
富
士
見
か
る
た
巡
り
」
を
行
っ

て
地
区
の
歴
史
、
文
化
の
啓
発
を
図
り
、
ま
た
、
「
花
畑
づ

く
り
」
を
行
っ
て
町
の
美
化
に
努
め
、
更
に
は
、
地
域
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
防
災
講
演
」
を
実
施
す
る
な

ど
、
皆
様
に
は
、
多
忙
の
中
に
お
い
て
、
富
士
見
地
区
の
啓

発
に
、
日
々
ご
尽
力
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

同
協
議
会
が
掲
げ
る
「
す
き
で
す

ふ
じ
み
」
を
、
富
士

見
地
区
の
誰
も
が
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
町
に
な
る
よ
う
願

う
と
と
も
に
、
「
よ
り
良
い
富
士
見
づ
く
り
」
「
す
き
で
す

ふ
じ
み
」
の
た
め
に
、
富
士
見
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

が
、
そ
の
先
頭
を
担
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
、
同
協
議
会
の
人
達
だ
け

の
活
動
で
は
な
く
、
町
民
体
育
祭
の
様
に
、
町
の
皆
が
楽
し

く
参
加
し
、
そ
し
て
、
町
の
安
全
・
安
心
、
環
境
美
化
、
世

代
間
交
流
、
地
域
力
を
高
め
る
行
事
に
発
展
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
広
報
誌
が
地
域

づ
く
り
に
活
用
さ
れ
、
同
協
議

会
が
益
々
発
展
さ
れ
る
こ
と
を

御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

回覧

平成 25 年度  協議会活動計画 

予定日 事 業 名 場   所 協力要請 

6 月 23 日 まえばし地域づくり交流フェスタ 2013 に参加 総合福祉会館  

7 月 6.7 日 「七夕まつり」への出展及び かるたの販売 前橋商店街  

7 月 17 日 赤城大沼用水・レンゲツツジの植栽に協力 県道赤城線沿線  

7 月中旬 マリーゴールド開花 富士見支所駐車場南  

8 月中旬 コスモスの播種 富士見町石井 協力者募集 

8 月予定 原小かるためぐりに参加 原小周辺 参加者募集 

9 月 29 日 第 3 回赤城山ヒルクライム大会に協力 赤城ビジターセンター  

10 月 6 日 富士見町体育祭に参加協力 富士見中学校  

10 月 19 日 コスモスの観賞及びふれあい農園祭り コスモス畑 参加者募集 

11 月 3 日 第 16 回 富士見産業祭に参加協力 道の駅 「富士見」  

1 月 19 日 第 54 回 富士見地区子ども会かるた大会協力 富士見公民館  

2 月予定 講習会又は講演会の開催 富士見公民館 参加者募集 

年 2 回 かるた巡り案内板周辺の草刈り及び清掃 案内板設置場所 協力者募集 

年 3 回 「地域づくり通信」の発行 回覧  

参加者を募集していますので多くの皆様のご協力をお願いいたします。 
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初版の「富士見かるた」が作られたのが昭和31年と言われてい
ます。

そして「富士見カルタ大会」が今年で53回となる歴史，伝統のあ
る「富士見かるた」です。前橋市との合併後改訂版を作成し、案

内板も新調しました。内容を調べていくと奥が深く、益々この富

士見地区が好きになってきました。「富士見かるた」を作った先

輩の皆さまに心より感謝申し上げます。

また、初めてのこころみとして、前橋七夕まつり飾りコンクー

ルに出展することができました。 広報委員長 岡田憲一

「
富
士
見
か
る
た
」

案
内
板
の
設
置
完
了

最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
三
ケ

所
の
案
内
板
が
、
関
係
機
関
、

地
主
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き

設
置
が
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
「
富
士
見
か
る
た
」
案
内
板

三
十
四
ケ
所
が
完
成
し
ま
し

た
。家

族
、
お
仲
間
を
お
誘
い
合

わ
せ
て
見
学
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

歴
史
・
伝
統
部
会

(

山
本)

「
森
に
か
こ
ま
れ
ク
リ
ー

ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」は

ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

入
口
に
設
置
。

「理想のスキー猪谷六合雄」は、

ビジターセンター手前

「バンガロー森の家」のところに設置。

「山の伝説小沼の主」は、

小沼遊歩道の入口に設置。

新役員の紹介 今年度自治会連合会より推薦
茂木道弘さん(原学区)，樺沢幹夫さん(時沢学区)，羽鳥一夫さん(石井学区)，近藤敏雄さん(白川学区)

以上の方が新しく役員になられました。

も

り

や

＜オープニングセレモニー＞＜パネル展示＞＜カルタ取り＞

今
回
で
７
回
と
な
る
「
前
橋

地
域
づ
く
り
連
絡
会
」
（
注

１
）
主
催
の
「
ま
え
ば
し
地
域

づ
く
り
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
が
六

月
二
十
三
日
に
前
橋
市
総
合
福

祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

部
会
で
は
「
安
全
・
安
心
」

「
自
然
環
境
」
「
歴
史
文
化
」

の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
パ
ネ
ル

展
示
を
し
、
日
頃
の
活
動
発
表

を
し
ま
し
た
。
「
歴
史
文
化
」

の
ブ
ー
ス
で
は
、
今
回
も
各
地

区
の
「
か
る
た
」
を
使
っ
た

｢

か
る
た
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
の
熱
気
溢
れ
る

「
か
る
た
大
会
」
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
来
場
者
の
な
か

に
は
か
る
た
巡
り
に
も
興
味
を

示
す
人
が
多
く
み
ら
れ
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
の
す
す
め
方
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

（注
１
）前
橋
地
域
づ
く
り
連
絡
会

地
域
づ
く
り
の
よ
り
一
層
の
充

実
、
拡
大
を
図
る
た
め
各
地
区
地

域
づ
く
り
協
議
会
相
互
の
情
報
交

換
や
連
携
・
協
力
の
場
と
な
る
連

絡
組
織
と
し
て
平
成
二
十
一
年
二

月
に
発
足
。
現
在
二
十
地
区
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。


